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新たな学問としての多文化社会学を教員・学生が
ともに創る
●人文社会科学、自然科学を問わず、存在論・認識論・方法論という学問の哲学的土台
を、基礎必修科目群「学問のエレメンツ」を通じて徹底的に探究

●人文社会科学系が本来有する、基礎的かつ汎用性を持った問題解決能力（批判力・
構想力・実践力）を強化

特色ある少数精鋭教育（専任教員：約３０名）

フィールドワークやインターンシップ等、海外で
の多様な実践の奨励
●文化的かつ言語的他者とのコンタクトやインタラクションを通じた、卓越した語学力
や情報収集分析力の涵養

●多様性や環境への認識、文化や他者への共感の深化

世界トップクラスの研究図書館・博物館・大学等
との連携
●東洋文庫、国立歴史民俗博物館、ライデン大学、国際基督教大学（ICU）との連携や
専門知を有する研究者からの研究指導や講義、セミナーの実施

●アジア・長崎からのグローバル・ヒストリーの捉えなおしを通じた、オリエンタル・
スタディーズ分野の世界的リーダーの養成

歴史民俗博物館選択科目「総合資料学」
大学・博物館などが持つ資料を多様な形で分析・研究する「総合資料学」を、千葉県
佐倉市の国立歴史民俗博物館にて、9月上旬に4日間の集中講義として開講します。
博物館の在り方や、展示方法及びその背景にある研究成果について総合展示や膨大な
収蔵資料・データベースを通して学んだ上で、各自対象とする「もの」資料あるいは
事象を学び、専門家の助言を基に総合的に分析し、実際に展示構成のプレゼンテーシ
ョンを行います。

特色ある５つの科目群と博士後期課程進学への流れ
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